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問1 明治時代初期の行政改革に関する記述として、1876年に鶴岡県・置賜県・山形県が合併して現在の山形県が誕生した経緯を示
す公文書などの記録から読み取れる、廃藩置県以降の動きについて述べた文として正しいものはどれか。 （2018年　山形県公立入試　類似）

1.  旧大名による地方統治を終わら
せ、中央政府が任命した官吏が地
方行政を担うようになった。

2.  版籍奉還により、各藩の領主は
引き続き自分の領地を私有財産と
して管理することが認められた。

3.  政府は全国の県を細分化し、そ
れぞれの地域が独自の軍隊や貨幣
を持つことを奨励した。

4.  廃藩置県と同時に徴兵令が施行
され、武士階級のみが軍役を担う
制度が確立された。

問2 明治政府は、近代的な軍事制度を確立するために「国民皆兵」の原則を掲げました。1873年に出され、満20歳になった男子に
身分に関係なく3年間の軍務を義務づけた法令の名称を答えなさい。 （2016年　香川公立入試　類似）

1.  徴兵令 2.  地租改正 3.  廃刀令 4.  学制

問3 1872年の出来事について記した略年表において、東京の新橋との間で日本初の鉄道が開通したと説明されている港町はどこ
か、次の中から選びなさい。 （2019年　山形県公立入試　類似）

1.  横浜 2.  神戸 3.  長崎 4.  新潟

問4 1871年に実施された廃藩置県によって、地方の統治体制はどのように変化しましたか。その目的と内容として最も適切な説明
を選びなさい。 （2026年　青森公立入試　類似）

1.  旧藩主を地方の責任者から解任
し、中央政府から府知事や県知事
を派遣することで、強力な中央集
権国家の確立を目指した。

2.  土地と人民を天皇に返還させる
ことで、旧藩主の領地支配を認め
つつ、名目上の全国統一を達成す
ることを目指した。

3.  藩の独立性を高め、各地方が独
自の判断で徴税や軍事を行えるよ
うにすることで、地方分権型の国
家体制を目指した。

4.  士農工商の身分制度を廃止する
ことで、すべての国民を平等に扱
い、国民が自由に職業を選択でき
る社会の実現を目指した。

問5 1868年、明治新政府は新しい政治の基本方針を天皇が神に誓うという形式で発表しました。この方針の中で、「広く会議を興
し、万機公論に決すべし」として世論を尊重することや、「知識を世界に求め、大いに皇基を振起すべし」として開国和親の
姿勢を示した文書を何といいますか。 （2017年　滋賀公立入試　類似）

1.  王政復古の大号令 2.  五箇条の御誓文 3.  政体書 4.  版籍奉還

問6 明治政府が、税の基準を「収穫量」から「地価」へ、納入方法を「米」から「現金」へと変更した最大の理由は何ですか。
（2024年　京都公立入試　類似）

1.  天候による豊凶に左右されるこ
となく、毎年の国家財政の収入を
安定させるため

2.  農民の負担を江戸時代よりも大
幅に減らすことで、新政府への支
持を集めるため

3.  全国各地で発生していた、屯田
兵による土地の奪い合いを解決す
るため

4.  廃藩置県によって職を失った武
士たちに、新しい土地を効率よく
配分するため

問7 1872年に公布された学制が目指した、当時の教育の仕組みや内容として最も適切なものはどれですか。 （2018年　和歌山公立入試　類似）

1.  身分や性別の区別なく、6歳以
上のすべての子どもに小学校教育
を受けさせる。

2.  兵役の義務を果たすための準備
として、男子のみを対象に軍事教
育を行う。

3.  天皇に対する忠誠や道徳を教え
ることを最優先とし、国家への奉
仕を義務付ける。

4.  旧武士階級の特権を維持するた
め、一部の選ばれた階層のみに高
度な専門教育を行う。

問8 明治政府が、租税の納入方法を従来の米から現金へと変更し、税率を地価に基づき固定した主な目的として、最も適切なもの
はどれですか。 （2019年　愛媛公立入試　類似）

1.  豊作や不作による収穫量の変動
に関わらず、政府が安定した税収
を確保するため。

2.  農村での貨幣経済の浸透を抑
え、農民が米の生産に専念できる
ようにするため。

3.  土地の所有権を政府に一本化
し、農民から土地を回収しやすく
するため。

4.  米の市場価格を安定させ、都市
部で働く労働者の生活を守るた
め。

問9 明治政府が1873年から実施した地租改正において定められた、租税の基準とその納入方法の組み合わせとして正しいものはど
れですか。 （2021年　岐阜公立入試　類似）

1.  地価を基準とし、現金で納める 2.  収穫量を基準とし、米などの現
物で納める

3.  地価を基準とし、米などの現物
で納める

4.  収穫量を基準とし、現金で納め
る


